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『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC） 『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC）

『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC） 『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC）
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『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC） 『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC）

『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC） 『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC）

「住民のための」運動はコミュニティ
運動ではない。コミュニティ運動は「住
民による住民の」運動である。コミュニ
ティ運動における住民とは、自分が地
域の「住民」であることを自覚し、自ら
動く「主体」である。誰もが「住民」に
なれるが、すべての人が行動する「主
体」になるわけではない。コミュニティ
運動は主体としての意識をもつ住民が
自ら行動する運動である。「住民のた
めに」ということで一方的に支援する
ことは、住民を非主体的・依存的な存
在にするだけである。

1-05

自分の生活と自分が住んでいる地域の
変化を望むのであれば、できるだけ多
くの人々が力を合わせる必要がある。
一人で始めることはできても、変化を
一人でつくり上げることはできない。住
民の力は「コミュニティ組織」を通し
て体系化・具体化されていく。自分た
ちの組織体がないと、力を発揮するこ
とはできないため、コミュニティ運動は
「コミュニティ組織化」を前提とする。
組織化された住民が、自分の組織を通
して行動することが「コミュニティ運
動」の本質である。

1-06

「地域の変化」は地域課題が解決さ
れ、よりよい状況になることである。コ
ミュニティ運動は、住民が住んでいる
地域を変えていくために起こる。コミュ
ニティ組織が親睦と利害調整中心の
活動にとどまるのであれば、それはコ
ミュニティ運動ではない。コミュニティ
運動は住民が関心をもつ地域問題を解
決し、地域変化を引き起こす組織的な
運動である。地域課題によっては、地
域自治運動、地域経済運動、地域教育
運動、地域文化運動、地域福祉運動な
どがあり、主体によっては、女性運動、
青少年運動、ホームレス運動、障害者
運動、高齢者運動などがある。

1-07

自分の生活に影響している問題を解
決するために、住民はコミュニティ組
織をつくり、コミュニティ運動を展開
する。その過程を通じて、直面してい
る問題だけではなく、様々な問題が自
分の生活に関連していることを理解す
る。コミュニティ組織は、個別コミュニ
ティを越える、より広く深い地域課題
に関心をもっていくことで、地域の根
本的な変化を進める。なお、コミュニ
ティ組織は他の組織や団体とも連携・
協力しつつ運動を展開する。

1-08



『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC） 『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC）

『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC） 『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC）
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『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC） 『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC）

『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC） 『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC）

住民が自分の力で課題を解決しない
と、当事者である住民が対象化され、
解決する主体に従属することになる。
それだけではなく、外部の力や努力に
よって与えられる変化は、一時的なこ
とにとどまる。住民はその変化を自分
のものと見なさず、それを持続する力
もない。コミュニティ運動は、住民が主
体的に生きるときに可能となる。

1-09

人間は、共同体として生活することが
基本である。互いに交わり生きる存在
である。しかし、資本主義社会は絶え
ず人間を個人化させ、人間関係を分裂
させる。互いに頼り協動しながら生き
る共同体としての生活が難しくなる。
共同体は住民が生きていくうえで、知
恵ある生活様式である。コミュニティ
運動は、住民を個人化・個別化させる
社会に立ち向かい、共同体によって人
間関係を回復させる。

1-10

民主主義とは、すべての国民が主権
をもって、その主権を行使することで
ある。資本家だけが権力を行使するの
は、本当の民主主義ではない。貧しく
て力も無い者の民主主義が成り立つと
き、本当の民主主義が達成される。運
動は地域住民の力を組織し、社会的
影響力、すなわち民主的な自治力をつ
くっていく。つまり、コミュニティ運動
は地域から民主主義を実現していくプ
ロセスである。

1-11

コミュニティ組織化は、どのような状況
で自分が生きているのかを住民自身が
知ることから出発する。住民は自分の
生活と地域の現実に直面する。地域の
現実について無関心であれば、変化は
起こらない。これは自分が地域の住民
であることをあきらめることである。

1-12



『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC） 『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC）

『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC） 『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC）
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『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC） 『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC）

『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC） 『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC）

コミュニティ組織化の根本は、住民自
らが変化の力を結集することである。
組織化の過程で住民は自分の無関心・
無気力を乗り越えることを学ぶ。住民
はすでに力をもっているのだが、それ
は潜在しているのである。住民が住民
意識をもつようになると、潜在してい
た力が出てくる。住民には意志と信念
の力がある。そして、生活の経験から
くる知恵の力がある。このような住民
の力を結集することがコミュニティ組
織化である。

1-13

コミュニティ組織化は住民を集め、力
を発揮することにとどまらない。住民
が自ら行動できる「組織的構造」とし
てコミュニティ組織をつくり上げるこ
とが重要である。コミュニティ組織は
問題意識を共有し、それを解決するた
めに行動する力の実体である。自治の
コミュニティ組織が成り立たないと、
完全なコミュニティ組織化とはいえな
い。

1-14

コミュニティ組織化は、より根本的な
変化のために最大限の力を結集するこ
とを目指す。住民に役立つ地域内外の
多くの活動団体と協力し、力を最大化
する。さらには他のコミュニティ組織と
も連帯した組織を立ち上げ、住民が主
役・主体となる社会をつくっていく。

1-15

意識化とは、現実を意識することに
よって、新たな意識を生み出していく
ことである。自分が置かれている状況
や構造は簡単に変わるものではないと
認識している住民が、組織化の過程に
参加することで、自分の生活や地域の
現実を新たに意識するようになる。さ
らに、自分の歪曲した意識について悟
るようになると、住民は地域変化の主
役・主体となっていく。 
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『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC） 『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC）

『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC） 『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC）
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『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC） 『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC）

『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC） 『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC）

コミュニティ組織化の最終目的は、住
民が望む変化をつくり上げることであ
る。それが一人でできるのであれば組
織化はいらない。コミュニティ組織化
とは、分散している住民一人ひとりの
力をひと固まりにして集団的な力をつ
くり、パワー化することである。地域
には、影響力をもつ多様な既成勢力が
ある。そのような既成勢力は変化に向
けた住民の努力に友好的なときもある
が、新しい力を警戒し、分散・分裂さ
せようとするときもある。だからこそ住
民は、パワー化したコミュニティ組織
で自分を守り、力を発揮し変化をつく
り上げなくてはならない。

1-17

貧困・疎外・競争・差別など、絶えず人
間を非人間化させる構造の中で生きて
いる人々が多くいる。コミュニティ組織
化は、非人間化させる生活構造につい
ての問題意識から始まる。住民は自分
を抑圧する社会構造や矛盾を直視しな
がら、その中で生きている自分の姿を
自覚する。コミュニティ組織化とは、非
人間化に抵抗し、人間らしい生活に向
けて、住民が自ら新しい生活を創造す
ることである。住民は、その過程の中
で人間として享受すべき権利を守り、
自尊感情を獲得していく。

1-18

住民は基本的に自分の利害関係に敏
感である。住民が自分の利益に大きな
関心をもつのは当然なことであるため
に、住民の正当な利害関係は組織化の
きっかけとなる。そして、組織化の過
程に参加することで、住民は自らの利
害関係にとどまらず、意識と行動を成
熟させていくことになる。ほとんどの場
合、個人の利害関係は地域の利害関係
となる。要するに住民が問題だと感じ
る背景には、地域の政治、経済、社会
的利害関係があるといえる。

1-22

コミュニティ組織化のプロセスでは、
住民が私欲や他者への不信などを示す
場合もある。そのような状況において
も、コミュニティワーカーは簡単にあき
らめてはいけない。時に住民が見せる
否定的な姿の多くは生活の経験からつ
くられてきたものである。ワーカーは、
どのような場合においても住民が自分
の生活を変化させる潜在力と可能性を
もっていることを信じるべきである。住
民が自らできることをワーカーが肩代
わりして実施してはならぬ、というの
は、アリンスキーによる鉄則である。

1-23



『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC） 『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC）

『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC） 『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC）
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『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC） 『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC）

『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC） 『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC）

緊急な事案に直面してコミュニティ組
織を急いで立ち上げることがある。あ
るいはコミュニティリーダーやコミュ
ニティワーカーが、自分の経験蓄積や
自己誇示・自己満足のために組織化す
ることがある。こうした場合、コミュ
ニティ組織化は概ね失敗する。また、
普遍性や公共性が弱く、ビジョンが不
明なときにも失敗する。失敗を防ぐ唯
一の方法は、徹底した学習・トレーニ
ングを通して、組織化の目的や目標・
ビジョンを明確に共有し、普遍性と公
共性を確保することである。充分な学
習・トレーニングの過程なしにはコミュ
ニティ組織化は成功しない。

1-24

コミュニティ運動は、住民が組織化さ
れた力で多くの問題を解決し、よりよ
い地域をつくっていくことである。問
題解決は住民自らが代替案をつくり実
践することで実現される。場合によっ
ては、不条理な状況に抵抗し、要求行
動をとることで成果が得られることも
ある。不条理が蔓延し、権力と社会構
造が住民の生活を翻弄させるとするな
ら、抵抗と闘いは不可避である。抵抗
と闘いの方法は集会やデモだけを指す
のではない。住民の多様な経験からく
る様々な創造的方法がある。住民の経
験を越える抵抗と闘いの方法はかえっ
て住民を不安にさせる。

1-25

地域が直面する課題や争点のための組
織化は、生活を脅かす問題の解決のた
めに当事者である住民を組織化するこ
とである。強制撤去、有害環境、通学
路安全のような具体的な課題から、国
の制度や政策による課題に至るまで、
その課題は様々である。地域が直面す
る課題の組織化は、住民生活と直接的
に関連している問題を中心に、多数の
住民が参加しやすい組織化の方法であ
る。その例としては、住民による対策
委員会活動などがある。

1-40

地域の日常的な生活課題のための組
織化は、教育、健康医療、社会福祉、
地域文化など、日常的関心によって住
民を組織化することである。そのため
に、日常的な生活課題と関わる住民の
意識を醸成し、住民が自らの日常的な
関心事を扱っていけるように支えるの
である。住民の意見や解決案を中心に
住民を組織すべきである。その例とし
ては、住みやすいまちづくり、協同組
合づくりなどがある。

1-41



『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC） 『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC）

『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC） 『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC）
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『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC） 『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC）

『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC） 『地域アクションの力-コミュニティワーク・リフレクションブック』（CLC）

コミュニティ組織化は、住民が望む方
向へと地域を根本的に変化させること
を目指す。戦略的なコミュニティ開発
のための組織化は、そのために住民を
組織化し、制度・政策を開発し実践す
る過程である。多くの場合に、「直面
する地域争点のための組織化」や「日
常的な地域生活課題のための組織化」
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